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令和４年度第２回常滑市総合教育会議

開 催 日 令岩４年 11 月 18 日(木)

開 催 場 所 常滑市役所１階会議室Ｆ

時 間 開会 午後３時００分

閉会 午後４時００分

出 席 者 市 長 伊藤 辰矢

教 育 長 圡方 宗広 教育委員 藤田 幸恵

教育委員 渡辺 慶太郎 教育委員 久田 孝寛

教育委員 梶田 幸司

事 務 局 教育部

教育部長 安藤 哲成 学校教育課長 竹内 孝光

生涯学習スポーツ課長 浜崎 博充 北学校給食共同調理場長 山本 浩史

南学校給食共同調理場長 伊藤真由美 学校教育課主査 服部 将規

学校教育課主任 佐竹 利規

企画部

企画課長 柴垣 道拓 企画課主査 亀井 哲也

傍 聴 者 なし

議 題 （１）協議事項 常滑市教育振興基本計画の策定について

（２）報告事項 令和５年度主な教育予算要求事業について

発言者 発言の要旨

教 育 部 長

市 長

<開 会>

全員お揃いになり、定刻でございますので、ただいまから令和４年

度第２回常滑市総合教育会議を開催いたします。

はじめに首長部局を代表して伊藤市長にごあいさつをいただきた

いと思います。伊藤市長、よろしくお願いいたします。

本日は、ご多用の中、第２回常滑市総合教育会議にお集まりいただ

き、ありがとうございます。また、教育委員の皆様におかれましては、

日頃より常滑市の教育行政にご理解ご協力いただき、厚く御礼申し上

げます。

さて、最近の情勢においては、物価高騰に中々歯止めがきかない状

況が続いており、企業やご家庭への影響が懸念されるところでござい

ます。このような状況の中、本市においては、市内小中学校・幼保こ

ども園の給食費を3か月間無償化する施策や、民間保育所や私立の小

中学校に通う市内在住の子育て世帯に対して、給食費相当額を支給す

る施策などを実施する準備をしており、少しでも市民の皆様の負担が

軽減できるような取組を進めてまいりたいと考えております。



2

教 育 部 長

教 育 長

教 育 部 長

市 長

本日の議題は、「常滑市教育振興基本計画の策定について」と「令

和５年度主な教育予算要求事業について」でございます。協議事項で

あります「常滑市教育振興基本計画」については、本日の会議におい

て、計画の最終案を作成する予定となっております。前回の総合教育

会議に引き続き、皆様の忌憚のないご意見をお伺いしながら、計画の

策定を進めてまいりたいと思います。

本日は、よろしくお願いいたします。

ありがとうございました。続きまして、教育委員会を代表して、圡

方教育長にごあいさつをいただきたいと思います。圡方教育長、よろ

しくお願いいたします。

皆様、ご多用の中お集まりいただき、ありがとうございます。

本日の議題の一つであります「常滑市教育振興基本計画」につきま

しては、前回の総合教育会議から策定に向けてご尽力いただいてお

り、誠に感謝しております。

本日、資料として用意しました「常滑市教育振興基本計画（案）」

は、前回の会議でお示しした素案から、皆様のご意見を参考に、教育

委員会事務局内でも協議をしながら、修正を繰り返し、作成したもの

でございます。

今年の 12 月の策定を目指す関係上、本日がご意見やご感想を伺う

最後の場になるかと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。

それでは、次第に沿って会議を進めさせていただきます。

議事の進行につきましては、「常滑市総合教育会議設置要綱」第４

条に基づき、市長にお願いすることとなっております。

市長、よろしくお願いいたします。

<議 題（１）協議事項>

それではここからは、私が議事進行を務めさせていただきます。円

滑な議事進行に、皆様のご協力をお願いいたします。

では、２議題（１）協議事項「常滑市教育振興基本計画の策定につ

いて」事務局から説明をお願いします。



3

学校教育課長

市 長

委 員

委 員

教 育 部 長

≪資料に基づき説明≫

ありがとうございました。ただいま、事務局から説明があったとお

り、本日の会議では、教育振興基本計画の最終案を作成することにな

っておりますので、その点も踏まえて、ご意見をお伺いできればと考

えております。

前回と同じく、反時計回りに一言ずつご意見やご感想などをお願い

いたします。

計画（案）の作成ありがとうございました。感想になってしまいま

すが、今年度を含めて７年間ということで、今回策定したものが絵に

描いた餅にならないように着実に取組をこなしていっていただきた

いと思います。また、今回の計画や第２次常滑市教育大綱にも記載さ

れている「三方よしの精神」は、大人にも子供にも浸透していってほ

しいと思っています。特に子供は大人の背中を見て育つので、大人に

もこの精神が広まり、常滑市が住みやすくお互いに助け合うことがで

きる「まち」になるといいなと思います。

学校訪問で見てきたものを踏まえての感想になりますが、やはり、

GIGA スクール構想におけるタブレット端末や電子黒板などの ICT 関

連機器が教育現場にインパクトを与えていると思います。今回示して

いただいた計画（案）には、前回にはなかった「施設の維持管理」に

関する内容が追記されていますが、ICT 機器に関しても更新が必要に

なってくると思います。また、ICT 機器を実際に使用する学校の先生

方は、他の市町への異動もありますので、市町によって配備されてい

る機器に違いがあることに対して少し心配しています。

委員がおっしゃられるとおり、児童生徒に一台ずつ配備されたタブ

レット端末は金額にすると億単位の費用がかかってくるわけですが、

これらの機器は一般的には５年での更新になるかと思います。他の市

町も同様の状況かと思いますが、初期に導入した時は国の交付金を活

用して、市の持出しがなかったため、費用面では問題なく導入するこ

とができました。しかし、５年後には全国の市町で一斉に更新を必要

とする状況となります。機器の更新を定期的に市の持出しのみで行う

ことは非常に厳しいため、国には初期費用だけでなく、更新時の費用

に対しての交付金も要望していかなければならないと感じています。

また、常滑市ではタブレット端末に Chromebook を採用しています
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委 員

委 員

教 育 長

が、他市町では iPad を採用しているところもございますので、先生

方の異動による環境変化は懸念する点ではございます。しかし、一方

で ICT 支援員のような学校の先生方をサポートする取組もございま

すので、教育委員会としては ICT 支援員のような取組を並行して行う

ことで、少しでも先生方の負担軽減を図っていきたいと思います。

前回の総合教育会議から検討と修正を重ねていただいて、とてもい

い計画ができたのではないかと感じています。計画の中には、「常滑

市民の皆様とともに問題を解決していく」と記載していますので、市

民に対して本計画のことを周知していく必要があるかと思いますが、

ホームページでの掲載だけでは足りないような気がします。また、パ

ブリックコメントを実施することになっていますが、市民の関心があ

れば当然コメントも増えてきますので、そういった市民の声もできる

限り本計画に反映していただきたいと思います。そして、これは一番

大切なことだと思うのですが、本計画のことを学校の先生方にもご理

解いただき、学校とともに計画に基づいた取組を進めていっていただ

きたいと思います。

第１回の総合教育会議や 10 月に開催した教育委員会定例会でも事

務局から計画の修正案を示していただき、その都度意見を述べさせて

いただきましたが、いいものができたのではないかと思っています。

計画期間である７年間は、今の情勢ですと激動といいますか、想像が

つかないくらいの変化があるのではないでしょうか。本計画は、そう

いった時代の流れに対応するための計画であってほしいと思います。

前回の会議でも言いましたが、行政の担当者はもちろんのこと、学校

の先生方や地域、特に家庭に対して、この計画のことを知ってもらう

ことが重要だと思います。全ての人に周知することは大変なことだと

思いますが、示すための計画を作成することができたので、少しでも

市や教育委員会の考えが伝わるように、自信をもって周囲に示してい

ただき、取組んでいただきたいと思っています。

まずもって本計画の策定にご協力いただいた皆様に感謝申し上げ

ます。できる限りのものができたのではないかと感じています。教員

の立場からですと、他市町に異動する可能性があるとはいうものの、

常滑市の教員である以上は、この計画に基づいて教育委員会と足並み

をそろえていかなければならないと思うので、今後はこの計画をいか

に全ての教員に伝えていくかが課題であると考えています。また、計

画の重点取組にも記載してあります「運動部・文化部活動の地域移行」
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市 長

市 長

市 長

教 育 部

各課（施設）長

については、国や県から詳細の情報が少ない状況ではありますが、非

常に難しい取組であり、私自身としては最重要な取組であると感じて

います。このことについては、全国規模で情報収集を行いながら、令

和７年度までを目標として計画的にしっかりと取り組んでいかなけ

ればならないと思っています。

ありがとうございました。各委員から貴重なご意見をいただくこと

ができました。計画は策定して終わりではありません。この計画に基

づき、よりよい教育が展開できるようにしていきたいと思います。

私自身の感想になりますが、常滑市は空港ができてから変わったな

と感じています。市外から転入者が増えたことで、教育に対する考え

方も変わってきていると思います。ですので、これまでのように大枠

の方向性を決めて、それぞれの学校の自主性を重んじて取り組むこと

もすばらしいことだとは思うのですが、やはり時代の流れとともに、

しっかりとした計画を策定して、全体的に教育の底上げを図り、市民

のニーズに応えていくことが大切だと考えています。

私としては教育委員会で教育振興基本計画を策定していただいた

ことは、非常に心強く思っています。今後、教育委員会には、学校の

先生方や地域の方々に本計画を理解してもらうように取り組んでも

らうとともに、本計画を着実に実行できるように努めていただきたい

と思います。

その他、何か意見等はございませんでしょうか。

≪意見なし≫

ありがとうございました。

それでは、資料３「常滑市教育振興基本計画（案）」を最終案とさ

せていただきます。貴重なご意見ありがとうございました。

<議 題（２）報告事項>

次に、（２）報告事項「令和５年度主な教育予算要求事業について」

事務局から説明をお願いします。

≪資料に基づき説明≫
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市 長

市 長

学校教育課長

市 長

教 育 部 長

ありがとうございました。ただいま、事務局より説明がありました

が、何かご質問等はございますでしょうか。

≪意見なし≫

<そ の 他>

ありがとうございました。

それでは、ご意見もないようですので、次第の「その他」に移りた

いと思います。何かございますでしょうか。

≪宜興市との児童国際交流事業について説明≫

ありがとうございました。それでは、他になければ、以上で議事を

終了し、事務局に進行をお返しします

<閉 会>

ありがとうございました。ご審議いただいた教育振興基本計画につ

いては、来週、市議会へご説明をさせていただき、その後、パブリッ

クコメントを通じて市民の皆様からもご意見を伺った後に、年内での

策定を予定しております。また、策定後においても、市民の皆様や学

校現場の先生方に計画を策定したことをお伝えするとともに、その内

容についてもご理解を得られるように努めてまいりたいと思います。

それでは、以上をもちまして、令和４年度第２回常滑市総合教育会

議を閉会といたします。貴重なご意見ありがとうございました。


